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■ 製造業における人件費の動向は？ 
－1人あたりの人件費・労務費は前期比5％減と低水準－

◆ 10年ぶりの低水準に 
 2009年度における上場製造業の従業員1人当たりの人件費が10年ぶりの低水準となったこと
が、日本経済新聞社の調査（新興市場を除く国内の上場製造業1,002社の単独決算が対象）で明
らかになりました。 
 収益の急激な落ち込みに対応するため、人件費の圧縮を進めたことが大きな要因のようです。 
 
◆ 人件費・労務費とは？ 
 2009年度の従業員1人あたりの「人件費・労務費」は842万円（前期比5％減）となり、1999年度
以来の低水準となったそうです。 
 人件費・労務費とは、損益計算書に記載された「販売費・一般管理費」に含まれる役員報酬・賞
与、人件費・福利厚生費と、「製造原価」に含まれる労務費、福利厚生費などを合計したもので
す。 
 
◆ 業績の大幅悪化が影響 
 2009年度における人件費低下には、2008年度の業績の大幅な悪化が影響しています。 
 2008年度（2009年3月期）は世界的な金融危機のあおりを受け、上場企業全体で7年ぶりの減
収・経常減益となり、輸出企業を中心とする製造業では、最終赤字となりました。 
 そして、業績が大幅に悪化したために、多くの企業では翌年度に報酬削減や賃上げ抑制、賞与
の減額などが実施されたのです。 
 
◆ 明るい兆しも？ 
 日本経団連の調査によれば、大企業の夏季賞与の最終集計結果は、組合員１人あたりの平均
妥結額が75万7,638円（前年同期比0.55％増）と３年ぶりに増加し、非製造業では80万4,706円（同
0.77％減）と減少したものの、製造業では74万1,395円（同1.02％増）と増加しました。 
 このように製造業にもわずかながら明るい兆しが見えてはいますが、景気の動向については、
まだまだ予断を許さない状況にあると言えるでしょう。


